
この土地はだれの土地？？
だれが管理するの？？

効率よく管理する方法を
みんなで考えよう！！
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森林シューセキ！事例報告会

福井市における
森林経営管理制度の取り組み

福井県福井市農林水産部

林業水産課

主幹 小林 靖和

副主幹 漆嵜 摩子望
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境界推計図による所有者との円滑な合意形成
（森林経営管理制度を効率よく進めるために）

〇福井市の概要 P  4～ ８

〇福井市の森林の現状と課題 P ９～１０

〇森林所有者の特定 P1１～1６

～ 固定資産税台帳等の活用による林地台帳の整備 ～

〇効率的な森林管理方法の確立 P１７～２７

～ 経営管理権集積計画作成に係る意向調査全体計画 ～

～ 未来の森林づくり推進協議会による参画しやすい事業者の選定 ～

〇効率的な意向調査の実施 P２８～３３

～ 航空レーザ測量の活用による森林境界推計図の作成方法 ～

〇事例紹介 P3４～４０

～ 森林所有者の特定と森林境界推計図を基にした意向把握 ～

〇今後のさらなる展開 P4１～4７

～ ①森林クラウドとの連携 ②広域情報共有体制 ③人材確保・育成 ～ 3



福井市の紹介

人口 ２５７，９１１人
（令和５年１月１日現在）

面積 ５３６．４１平方km
（平成１７年１０月１日現在）

令和６年春
北陸新幹線福井開業予定！

福井市産直ECサイトにて
福井市の農林水産物を販売
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福井市の概要 ～職員～

【担当部局】

農林水産部

林業水産課

森林整備係

職員７名
（林業職２名）

森林活用係

職員３名

（林業職１名）

水産係

職員４名

有害鳥獣対策室

職員６名

課長

副課長

課長補佐

室長

うち３名で経営管理
制度をやっています
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福井市の概要～森林～

〇森林面積 ３１，９３４ha

（森林率６０％）

〇民有林面積 ３１，８４６ha

（民有林率99％）

〇人工林 １９．３６５ha

（人工林率６１％）

〇スギ林 １７，９４６ha

（スギ林の割合９３％）

〇森林環境譲与税の譲与額

８１，９０３千円（R3）

本市の森林は、民有林が多く、
スギの人工林が多い。
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福井県全体379,664千円

県全体のうち２１％（１７市町中1位）



福井市の現状
（人口・高齢化率・林業労働力・所有者状況）

◆ 福井市美山地区における人口と高齢化率の推移
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◆ 福井市の人口と高齢化率の推移（社人研推計含む）
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◆ 福井市の林家数と林業労働力の推移

人口は2040年までに、約3万人、
約1割減少
高齢化率は36％超に上昇

高齢化率は2015
年に、40％に到達

◆ 福井市美山地区における森林の所有者の状況

林家数、林業労
働力ともに右肩
下がり
林業労働力は
2015年までの
15年で約半減

（戸）

1,840人 , 

59.6%

644人 , 

20.9%

295人 , 

9.5%

308人 , 

10.0%

美山地区

市内(美山地区以外)

県内(福井市以外)

県外

（人）

地区外居住は
4割超

※美山地区は、
市内有数の
林業地域
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福井市の現状
（森林組合員に対する森林アンケート結果 H29実施）

（1）所有森林の場所の把握

593人 , 37.5%

620人 , 39.2%

269人 , 17.0%

100人 , 6.3%

分かっている

一部なら分かる

具体的な場所は分からない

その他

（2）所有森林境界の把握

127人 , 8.0%

342人 , 

21.6%

523人 , 

33.1%

144人 , 9.1%

284人 , 

18.0%

162人 , 10.2%

境界には杭等が設置してあり明確に

なっている

境界には杭等は設置していないが分

かっている
森林の大まかな場所は分かるが、境界

はよく分からない
自分ではよくわからないが森林組合等

に確認すれば分かる
森林の場所がよく分からない

その他

（3）森林管理の後継者把握

213人 , 

13.5%

367人 , 

23.2%

484人 , 

30.6%

355人 , 

22.4%

163人 , 

10.3%

既に子どもが後継者になっている

将来の後継者は決まっている

後継者はまだ決まっていない

後継者はいない

その他

（4）森林管理の実施把握

318人, 

20.1%

133人 , 8.4%

91人 , 5.8%864人 , 

54.6%

176人, 

11.1%

自分ですべて管理している

すべて業者に依頼し管理している

縁者に依頼し管理している

全く管理していない

その他

｢場所を把握して
いる人｣の割合
は、4割未満

｢後継者が決
まっている人｣
の割合は、
4割未満

｢境界を把握して
いる人｣の割合は、
3割未満

｢全く管理していな
い人｣の割合は、
5割超
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福井市の森林の課題

世代交代の際に相続をしていないあるいは集落に住んでいないなどにより、

森林所有者が分からない

森林所有者の高齢化や木材価格の低迷などに伴う関心の低下により、

森林の所在が分からない

分からないだらけの山林をどうやって守っていくのか？

地籍調査進捗率(令和３年度末時点)

9

調査対象面積
合計

都市部
ＤＩＤ

宅地 農地 林地 全面積

調査対象面積 525.26ha 36.37ha 37.82ha 130.78ha 320.29ha 536.41ha
R3までの実施面積 122.31ha 0.72ha 18.54ha 102.61ha 0.44ha 122.31ha

割合 23.29% 1.98% 49.02% 78.46% 0.14% 22.80%



森林整備を進めるための課題

「所有者特定調査が難航」新聞記事
（令和4年6月17日福井新聞から一部抜粋）

森林所有者の特定が
難航することにより、円

滑な森林整備に支障
をきたしている。
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森林所有者の特定
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福井市の森林所有者の特定における
課題と解決策

【解決策】

色々な機関が実施している土地に関する調査の

活用による林地台帳の精度向上

【現状活用している調査方法】

・固定資産課税台帳の内部利用（総務省）

（※R2改正 地方分権改革提案募集方式を活用した提案（本市及び高知県））

・長期相続登記等未了土地解消作業（法務省）

・地籍調査（国土交通省）

・所有者不明森林等に関する特例措置（林野庁）

【課題】

相続登記等の手続きが何代もされていないことから、

相続人の探索に相当な時間を要する。
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林地台帳の精度向上

本市では、林地台帳の情報の正確性を確保するため、

森林簿を参考に所有者からの修正申出に加え、届出及び自
ら実施する調査により知り得た情報を基にした台帳情報の逐次
更新を徹底して実施

（更新内容）

(1)土地の所有者となった旨の届出等を基にした台帳情報の更新

(2)森林の土地の所有者等を把握するための調査に基づく更新

(3)登記情報・固定資産課税台帳情報・地籍調査・住民基本台帳情報・

森林の土地の所有者及び境界の明確化に関する事業・経営管理権集積計画作成事務

に基づく更新

戸籍・住民基本台帳や税務事務を担当した職員を担当者として選任

（成果）意向調査の確実な送付（到達率100％）

森林経営計画作成者の所有者調査時間の短縮（７割短縮（対H30比））
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意向調査の送付数及び回答率

年度 R1 R2 R3

送付人数 １０６ １１３ ３８

宛先不明 ０ ０ ０

回答者数 ６９ ８５ ３２

回答率 ６５％ ７５％ ８４％

森林所有者を最初に徹底的に
調べることによって、

回答率が高くなる！
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更なる林地台帳の精度向上

●公⽤請求に係る事務量を⼤幅に削減
●所有者探索に要する時間の⼤幅な短縮
●業務におけるDX、ペーパーレスの推進

制度改正によるメリット

住民基本台帳ネットワークシステムの利用事務の拡大（本市提案）

（令和４年の地方からの提案等に関する対応方針 令和４年12月20日 閣議決定）

早期実現を

お願い致します

福井市

Ａ市
公用請求

Ｂ町

C村
公用請求

公用請求
公用請求 ➡ 住基ネット

※福井市が所有者情報を把握している場合（過去
に本市での住⺠登録があるなど）は、この破線部分に
ついても住基ネットの検索で対応可能︕
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【担当者の独り言】

土地情報について、
関係機関が共有でき
る仕組みがあればい

いのにな～

（知らないだけか
も・・・・。）

（苦笑い）
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効率的な
森林経営管理方法の

確立
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福井市の意向調査全体計画の策定

「経営管理権集積計
画作成に係る意向
調査全体計画」
（令和2年3月策定、令和
４年３月（第1回変更））

この計画は、必要に応じ随時見直すこととしている
18

福井地域森林経営管理推進
協議会の会議状況

福井地域森林経営管理推進
協議会において、県、地元
森林組合、地域林政アドバイ
ザー等からの意見を参考に
して優先順位を決定し、意
向調査全体計画書を策定

※森林経営管理法（平成３
０年法律第３５号）に基づき、
福井地域で市町が主体と
なって行う森林の経営管
理を推進するため、福井県
が設置した協議会



経営管理意向調査全体計画
の主な内容

【目的】
森林経営管理法に基づき、森林管理の適正化や林業経営の効率化を図るため、経営意

向調査の対象森林に対し優先順位を設け選定し、年度別の意向調査を着実に進める。

【計画の内容】
経営管理意向調査の候補となる対象森林を一定の区域（※）で優先順位を設け、施業

の間隔も踏まえ、年度別に工程表を作成することにより、効率的で効果的な経営管理意
向調査を計画的に実施する。

※一定の区域とは、路網の整備の状況その他の地域の実情からみて造林、保育、伐採
及び木材の搬出を一体として効率的に行うことができると認められる区域とし、本市にお
いては集落単位の林班とする。

【計画期間】 20年間（令和元年度～令和２０年度）

【実施範囲】 全林班（６７２林班）

【対象地】
森林法第２条第３項に規定する民有林（森林経営管理法第２条に基づく森林）のうち、

地域森林計画対象森林の私有林
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経営管理意向調査全体計画
の主な内容

時期

年度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

福井地区 1 1 0 5 3 19 15 19 28 20 29 18 30 33 62 16 16 315

美山地区 1 1 8 7 8 4 12 8 16 16 32 11 13 37 37 13 29 35 288

越廼地区 1 1 0 2 6 12 5 27

清水地区 1 1 0 3 5 4 15 13 42

年度合計 4 4 8 12 13 18 31 24 31 35 28 32 31 29 31 67 70 75 65 64 672

経営計画数 0 1 0 0 0 3 3 0 1 3 1 6 8 5 13 11 28 23 29 36 171

合計
第１期 第２期 第３期 第４期

年度別意向調査実施林班数

【意向調査を実施する順番（優先順位）】
経営管理が行われていない人工林資源がある程度面的なまとまりをもつ森林

のうち、特に経営管理を集積する必要があると認められる森林が多い林班の順
（具体的な基準）
① 個人や民間事業者により森林経営計画が作成されていない森林
② 林班内の人工林率の高い森林
③ 過去１５年程度間伐等の施業実績がない森林
④ 林班内の間伐対象である５齢級～１８齢級の人工林が多い森林
⑤ 作業道等の既設路網の状況、集落の山ぎわ周辺など林業経営が可能と判断される森林
⑥ 森林組合の整備予定年度
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【特徴】

・集落単位で実施

（森林所有者のまとまりを考慮）

・森林経営計画実施中の周辺の林
班で実施

（既存の森林経営計画との連動を考慮）

経営管理意向調査全体計画位置図
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福井市の効率的な森林管理方法
確立までのプロセス

（目標）

森林経営管理実施権を設定する事業
者が幅広く参画できる仕組みの構築

その事業者が素早く森林整備に取り
組むことができる環境の構築
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幅広く参画できる仕組み

福井市には、森林整備できる事業者として、

（１）森林組合

（２）民間の林業事業体

（３）自伐林家・自伐型林業者

事業者によって、森林
整備できる量や考え方
も違う

福井市が単独で森林整備の担い手を決めてい
くと色々と問題が出るのではないか？

みんなで
考えよう
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みんなで考える仕組み

【設置目的】

福井市の森林資源の活用を促進するため、林産物の生産から消
費までを一体的に考え、地域の生産者へ利益を還元する「循環
の輪」を確立すること。

【協議会での検討事項】

（１）林産物の生産から消費までの課題や対応策等の検討

（２）経営管理実施権の設定を受ける民間事業者の選定

ふくいの未来の森林づくり推進協議会の創設

（令和元年９月２４日設立）
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ふくいの未来の森林づくり推進協議会

総会２１名
・事業の実施方針

・実施計画等の検討

・収支予算の設定・変更

木材部会１８名

木材などの林産物の利用促
進を検討する部会

選定部会 ４名

経営管理実施権の設定を
受ける民間事業者を選定

する部会

生産者（森林組合・林業事業体・自伐林家）

きのこ生産者、市場、建築、設計、製材、

加工者、行政、学識経験者

公認会計士、行政、学識経験者、

地域林政アドバイザー

【組織体制】
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森林経営管理実施権を設定する事業者の
選定基準

意欲と能力のある林業経営者になった
森林組合、民間の林業事業体、

自伐林家・自伐型林業者
だれでも募集できる環境にするための

審査基準です。
（詳しく知りたい方は、福井市林業水産課へ）
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福井市の森林経営管理実施権の設定は、、、

現時点ではありません。
（理由）

相続手続きが何代もされていないことから、森林所有者の相続
人全員の同意取得が困難で、経営管理権集積計画策定地が
虫食い状態になり集約化できず、受託者がいないため。

森林経営管理実施権設定の現状

福井市では、「経営管理権の設定」と「森林の経
営の委託」を併用した森林経営計画の策定等の
検討を進めている。
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効率的な
意向調査の実施
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福井市における森林境界推計図
の作成

福井市では、福井県が
実施した「航空レーザ計
測及び森林資源解析業
務」の成果などのリモー
トセンシングのデータを
基に、境界推計図（素
図）を作成し。集会所な
どで机上で所有者が確
認し、森林境界の同意
を得て、

森林境界推計図を
作成

（出典：㈱パスコ）
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具体的な森林境界推計図の内容

（出典：㈱パスコ）
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具体的な森林境界推計図の内容

（出典：㈱パスコ）
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具体的な森林境界推計図の内容

（出典：㈱パスコ）
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森林境界推計図と森林計画図
の違い

黒線：森林計画図

黄線：境界明確化事業で
作成した境界図

尾根谷を
境界にする

境界明確化で作成した

境界図を計画図の林班

ごと見比べられるよう

にレイヤ管理していく
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事例紹介

【福井市皿谷町の事例】
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意向調査及び境界推計図の
作成範囲

実施時期：令和３年度

実施面積：３１５．１７ha

実施林班：３６２、３６３、

３６４、３６５、

３７０、３７１、

３７２、３７２

意向調査期間：

R3.10.20～R4.3.22

境界推計図作成期間：

R3.1２.８～R4.１０.３１
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意向調査結果

送付人数：３８人

宛先不明数：０人

回答者数：３２人

回答率：８４％

対象地番：５８５筆

今後の経営について（人）

① 自分, 10

② 森林組合, 5

③ 市に委託, 11

④ その他, 6

⑤ 無回答, 6

Q 今後の経営は誰が行う予定ですか。
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37

境界同意取得の状況

境界の同意が
得られた地番

同意取得率
人数 ７０．２％
（47人中33人）

面積 ９６．１％
（133.7ha中128.5ha）

今後の森林整備が
容易になる
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意向調査・境界推計図作成業務
実施後の着実な森林整備

【計画内容】
計画期間：
令和4年10月２４日

～令和９年10月２３日
森林面積：３６．２７ha
人工林面積：２６．０３ha
天然林面積： ９．３２ha
草地面積 ： ０．９２ha
森林経営計画策定面積：３５．９６ha
主伐面積（計画）：７．５４ha
間伐面積（計画）：７．１４ha
新植面積（計画）：７．５４ha
作業道整備延長（計画）：3,150ｍ
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林内状況
人工林 天然林
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具体的な整備箇所

主伐

間伐
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今後のさらなる展開
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今後の展開（①森林クラウドとの連携）

林地台帳や境界明確化で作成した境界図を森林クラウド

と連携させることで有効利用を図る

【森林クラウドの主な機能】
①森林簿・森林計画図

県が管理する森林簿、森林計画図の閲
覧・集計・更新
②林地台帳及び地図
林地台帳及び境界図の管理・更新

③伐採及び伐採後の造林の届出
伐採届出の管理・更新

④市町村森林整備計画
ゾーニングの管理・更新

⑤林道・作業道
林道台帳、林道の地図情報の連携

⑥森林経営計画
森林経営計画を作成・申請・認定の一連

の業務管理
⑦森林経営管理制度

意向調査の入力・集計・更新
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今後の展開（②広域情報共有体制）

森林経営管理制度に取り組む市町としての課題は、林業の専門知
識を有する職員の不足だけでなく、多岐にわたる業務をこなす人材
の不足がある。

これらの人材不足を解消し、この制度を進めていくためには、市町
が連携し県全体で対応できる体制を構築する必要がある。

「意向調査」や「集積計画の策定」、「立木調査等の業務
の支援」や「技術指導等」を総合的に受けることができ
る相談窓口及び支援業務を行う組織「（仮称）福井県
フォレストリーサポートセンター」の創設
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今後の展開（②広域情報共有体制）
（体制イメージ）

44



今後の展開（②広域情報共有体制）

相続人調査

（市町職員（会計年度職員含む）

事前準備 事前準備の実施

説明会・広報活動 説明会・広報活動の実施

意向調査 意向調査の実施

経営管理権集積計画 経営管理権集積計画の作成

立木調査・検知踏査 福井県

森林組合

境界明確化 境界の明確化 測量業者

自伐林家

林業事業体

森林組合

①経営管理実施権配分計画に基づく森林整備
②経営計画による森林整備
③市町による森林整備

(仮称）福井県フォレストリー
サポートセンター

市町

委託

委託

発注

連携

（事務フロー）
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今後の展開（③人材確保・育成）

（１） 福井市の林業の魅力を知ってもらい若者や

移住者の就業を進めるためのPR動画の制作

（２） 民間主体での自伐型林業大学校の創設

森林整備を担う多様な担い手の育成・確保
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福井市の林業の魅力を知ってもらい若者や移住者の就業を進めるPR動画を作成いたしました。福井市
に移住し林業を始めた主人公の日常をドラマ仕立てで紹介していますので、ぜひご覧ください。

①美山地区編
出演：小澤雄太氏（劇団EXILE）
協力：ふくい美山きときとき隊

美山町森林組合、LOGGERS
NIWATORI WORKS、291の森保全の会
伊自良温泉

内容：
福井市で林業を営むため脱サラして福井市に移住してきた主人

公が、自伐型林業に取り組む林業者に師事を仰ぎながら林業の現
場を学び、また林業に関連する様々な経営体と交流し、持続可能
な仕組みを学ぶなど、林業の魅力・奥深さに触れる内容

②殿下・越前海岸編
出演：小澤雄太氏（劇団EXILE）

真崎かれん
協力：こしのくに里山再生の会

越前海岸盛り上げ隊
内容：
福井市で林業を営むため脱サラして福井市に移住してきた主人

公が、自伐型林業に取り組む林業者に師事を仰ぎながら林業の
現場を学ぶ様子や、主人公を追いかけて福井市に移住してきた
婚約者が、最初は気乗りしないながらも、自然豊かな殿下・越
前海岸の景色やそこで多様な生活を営む先輩移住者に触れ合い、
心境が変化していく様子を描いた内容

③美山地区 林業従事者のリアル
協力：ふくい美山きときとき隊

美山町森林組合、LOGGERS
NIWATORI WORKS

内容：林業従事者へのインタビューで語られる福井市美山地区で
林業に従事する由縁、現状、そして林業のやりがいや魅力などが
リアルにわかる内容

-------------------------------------------------------------------------------------
制作 株式会社LDH JAPAN

-------------------------------------------------------------------------------------
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ご清聴ありがとうございました（＾＿＾）


